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地域で支え合うまちづくりが始動・・・・
臨時窓口を開設・・・・・・・・・・・・
災害時の物資供給等の協定を締結・・・・
異才発掘プロジェクトの説明会を開催・・
３月の休日当番医・・・・・・・・・・・Ｐ13

１月21日、館林市子ども会上毛かるた大会が
城沼総合体育館で行われました。会場では、
各地区を勝ち抜いた小・中学生163 人が各部
門に分かれ、真剣にかるたを取り合いました。

表紙：子ども会上毛かるた大会 地域で支え合うまちづくりが始動・・・・
臨時窓口を開設・・・・・・・・・・・・
災害時の物資供給等の協定を締結・・・・
異才発掘プロジェクトの説明会を開催・・
３月の休日当番医・・・・・・・・・・・Ｐ13
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２
０
２
５
年
に
は
約
３
人
に

一
人
が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
館

林
市
。
今
後
は
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
困
難
に
な
る
か
た
も
増
加
し
、
安

否
確
認
や
日
常
的
な
困
り
ご
と
の
支

援
な
ど
、
総
合
的
に
生
活
を
支
援
す

る
し
く
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
人
に
よ

っ
て
異
な
る
た
め
、「
自
助
」「
互
助
」

の
考
え
方
を
基
本
に
、
市
民
が
主
体

と
な
り
、
地
域
全
体
と
し
て
住
民
生

活
を
支
え
合
う
体
制
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
し
く
み
づ
く
り
の
第
一

歩
と
し
て
、
平
成
28
年
４
月
、
多
様

な
関
係
団
体
が
参
加
す
る
第
１
層
協

議
体
（
市
さ
さ
え
あ
い
地
域
づ
く
り

協
議
体
）
を
設
置
。
各
地
域
で
同
シ

ス
テ
ム
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
情

報
交
換
会
な
ど
を
行
い
、
体
制
づ
く

り
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

第
２
層
協
議
体
設
置
に
よ
り

い
よ
い
よ
課
題
解
決
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
体
制

づ
く
り
で
は
、
既
定
の
レ
ー
ル
は
な

く
、
課
題
な
ど
は
地
域
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、
活
動
を
始

め
た
当
初
は
地
域
か
ら
の
意
見
も
出

に
く
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
徐

々
に
制
度
の
理
解
も
図
ら
れ
、
今
で

は
「
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
に

つ
い
て
何
が
で
き
る
か
」
や
「
ち
ょ

っ
と
し
た
身
近
な
困
り
ご
と
な
ど
は

で
き
る
こ
と
か
ら
対
応
し
て
い
け
ば

　住み慣れた地域で、できる限り自分らしい暮らしを続けられ
るよう、医療・介護・介護予防・住まい、生活支援などが包括
的に確保される「地域包括ケアシステム」。市内の各地区では、
地域住民が主体となる第２層協議体への動きが活発化し、いよ
いよ地域における支え合うまちづくりが動き出そうとしています。
▶問合せ　高齢者支援課地域包括ケア推進係（内線 623・675）

地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り

第
２
層
協
議
体
が
動
き
出
す

住まい

いつまでも元気に暮らすために…

■在宅系サービス
■介護予防サービス
■施設・居住系サービス

介護が必要になったら…病気なったら…

生活支援・介護予防

通所・入所

寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など

通院・入院医療 介護

寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など

介護介護

寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など

地域包括ケアシステムの姿地域包括ケアシステムの姿

寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など

いつまでも元気に暮らすために…

寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など寿連合会・地域住民・ボランティア・ＮＰＯ など

今進めているのは
です

いつも
ありがとう

ごみ出し
手伝います！

地域包括ケアシステム

３ 広報館林

地
域
住
民
だ
か
ら
こ
そ

地
域
の
課
題
を
解
決
で
き
る

各地区で動き出す
地域で支え合う体制づくり

い
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
の
多
々
良
地
区

で
の
第
２
層
協
議
体
の
設
置
を
皮
切

り
に
、
進
捗
に
差
は
あ
る
も
の
の
、

各
地
区
で
も
第
２
層
へ
の
動
き
が
ス

タ
ー
ト
。
現
在
、
多
々
良
地
区
を
は

じ
め
、
赤
羽
地
区
、
渡
瀬
地
区
が
第

２
層
協
議
体
と
し
て
活
動
す
る
ほ
か
、

他
の
地
域
で
も
お
お
む
ね
月
１
回
の

情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
で

支
え
合
う
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
含
め
、
地
域
で

第
２
層
協
議
体
が
本
格
的
に
動
き
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
し
く
み
は
、
今
あ
る
状
況
を

地
域
で
支
え
合
う
た
め
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
し
く
み
が

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
と
し
て
の
課
題
。
だ

か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
の
も
の
と
捉

え
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
動
く
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
近
い
将
来
、

自
分
自
身
が
助
け
ら
れ
る
側
に
な
っ

た
と
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
そ
う

し
た
し
く
み
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
大
き
な
差
に
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
、
行
動
を
起
こ
す
べ

き
か
ど
う
か
、
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　地域包括ケアシステムの推進を図るため、
講演会と各地域の情報交換会を行います。
ぜひこの機会に理解を深めませんか。
とき　３月12日㈪　午後６時30分～
ところ　郷谷公民館
講師　長

なが

瀬
せ

純
じゅん

治
じ

さん（社会福祉士）
参加費　無料
申込み　直接会場へ
問合せ　高齢者支援課地域包括ケア推進係

講演会＆情報交換会
地域包括ケアシステムが分かる！

角
つの

田
だ

好
こう

二
じ

さん（高根町）
市ささえあい地域づくり協議体
会長

将来の自分のために
今からしくみづくりを

地域における高齢者と若者たちの支え
合う関係は、今は成り立っていますが、
将来もそうだとは限りません。今のう
ちからしくみをつくっておくことがた
いせつです。また、生活支援では、自
治体任せではなく、近所の困りごとの
ような小さなことは、地域で解決する
ほうがニーズに合うし、対応も早いの
ではないでしょうか。地域の一員とし
て、ぜひ、地域のしくみづくりに参加
してほしいですね。

隣
近
所
の
課
題
な
ど
を
話
し
合
っ
た

三
野
谷
地
区
の
情
報
交
換
会

２
月
１
日
に
第
２
層
協
議
体

を
立
ち
上
げ
た
渡
瀬
地
区

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
話
し

合
う
第
１
層
協
議
体
（
市
さ
さ

え
あ
い
地
域
づ
く
り
協
議
体
）

昨年９月、一足先に第２層協議体として
動き出した多々良地区

情報交換会で地域の困りごとなどに
ついて話し合った郷谷地区

川
かわ

島
しま

要
よう

司
じ

さん（岡野町）

高齢者たちが住み慣れたま
ちで安心して暮らせるよう、
よりよい地域づくりのお手
伝いをしたいと思い、活動
に参加しています。

！

地域の高齢者との世代間交
流は、子育てにとても役立
ちます。子どもたちのため
にも、地域のしくみづくり
に参加していきたいですね。

田
た

端
ばた

智
とも

子
こ

さん（赤生田本町）



市役所からのお知らせ

■

保
険
年
金
課
　
国
民
健
康
保
険
・
後

　
期
高
齢
者
医
療
・
福
祉
医
療
・
国
民

　
年
金
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

■

学
校
教
育
課
　
幼
稚
園
の
入
園
相
談
、

　
小
・
中
学
校
の
転
校
手
続
き

※
届
け
出
や
申
請
の
際
、
本
人
確
認
を

　
行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
や
健
康
保

　
険
証
な
ど
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

　
が
確
認
で
き
る
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

相
談
内
容

■

介
護
保
険
課
　
介
護
保
険
に
関
す
る

　
相
談
及
び
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

■

高
齢
者
支
援
課
　
高
齢
者
の
相
談
及

　
び
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

■

社
会
福
祉
課
　
障
が
い
者
（
児
）
に

　
関
す
る
こ
と

■

納
税
課
　
納
税
に
関
す
る
こ
と

■

群
馬
東
部
水
道
企
業
団
館
林
支
所
　

　
水
道
の
開
始
・
中
止
及
び
水
道
料
金

　
の
支
払
い
に
関
す
る
こ
と

住
所
変
更
な
ど
に
伴
う
関
係
機
関
の
届

出
用
紙
設
置

　
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
郵
便
な
ど
、

各
機
関
（
東
京
電
力
㈱
群
馬
支
店
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
群
馬
支
店
、
館
林
ガ
ス
㈱
、

郵
便
事
業
㈱
館
林
支
店
）
の
届
出
用
紙

も
市
民
課
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
民
課
交

付
申
請
係
（
内
線
６

６
０
）

臨
時
窓
口

　
３
・
４
月
は
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
各
種
届
出
や
証
明
書
の
交

付
、
相
談
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

と
き

■

３
月
11
日
㈰
　
市
民
課

■

３
月
25
日
㈰
、
４
月
１
日
㈰
　
市
民

　
課
、
税
務
課
、
納
税
課
、
社
会
福
祉

　
課
、
介
護
保
険
課
、
高
齢
者
支
援
課
、

　
こ
ど
も
福
祉
課
、
保
険
年
金
課
、
学

　
校
教
育
課
、
群
馬
東
部
水
道
企
業
団

　
館
林
支
所
（
広
内
町
　
℡
80

─

３
２

　
０
１
）

※
開
設
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
８
時

　
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

交
付
で
き
る
証
明
書
・
届
出
　

■

市
民
課
　
住
民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
登

　
録
証
明
書
、
転
入
・
転
出
・
転
居
な

　
ど
の
住
民
異
動
届
（
パ
ス
ポ
ー
ト
を

　
除
く
）、個
人
番
号
カ
ー
ド
及
び
個
人

　
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど

※
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
開

　
庁
時
間
内
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
５
時
15
分
）
に
電
話
予
約
を
す
れ
ば
、

　
時
間
外
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
含

　
む
）
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■

税
務
課
　
納
税
証
明
・
所
得
証
明
・

　
評
価
証
明
な
ど
の
市
税
関
係
証
明
書

■

こ
ど
も
福
祉
課
　
保
育
園
の
入
園
・

　
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
に
関
す

　
る
手
続
き
な
ど

日
曜
日
に
臨
時
窓
口
を
開
設

年
度
末
の
窓
口
の
混
雑
緩
和
を
図
り
ま
す

お知らせ

４2018．2．15

館
林
・
板
倉
線
に
新
車
両
が
登
場

車
い
す
で
の
乗
降
も
で
き
ま
す

お知らせ
　
館
林
・
板
倉
線
の
バ
ス
車
両
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
旧
車
両
で
は
乗
車
定

員
が
70
人
で
し
た
が
、
新
車
両
で
は
国

内
で
生
産
さ
れ
る
最
大
の
車
長
の
も
の

を
採
用
し
、
定
員
87
人
ま
で
乗
車
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
利
用
し
や
す
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
大
型
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
で
、
走
行
時
の
騒
音
や
振

動
も
少
な
く
、
環
境
に
も
優
し
い
車
両

で
す
。
お
出
か
け
の
際
は
、
新
し
く
な

っ
た
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
安
全
安
心
課
交
通
政
策
係（
内

線
３
２
９
）

フロント部分にぽんちゃん、いたくらんの
ペイントがあります

市
と
東
洋
水
産
㈱
が
協
定
を
締
結

災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
体
制
を
整
備

お知らせ
　
２
月
５
日
、
市
で
は
東
洋
水
産
㈱
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
等
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

市
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
即
席
麺
な
ど

の
食
料
品
を
優
先
供
給
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
応
急
対
策
に
必
要
な

食
料
を
確
保
し
、
非
常
用
物
資
の
充
実

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
今
後
も
災
害

時
の
危
機
対
応
能
力
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

広報館林５

●代表☎72 - 4111●代表☎72 - 4111

民
生
委
員
児
童
委
員
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
呈

長
年
に
わ
た
り
福
祉
の
向
上
に
貢
献

表　彰
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
功
労
者
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長

表
彰（
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

野の

本も
と

弘ひ
ろ

美み

（
富
士
見
町
）、小こ

林ば
や
し

幸さ
ち

江え

（
代

官
町
）、中な

か

村む
ら

和か
ず

宏ひ
ろ

（
西
本
町
）、宮み

や

田た

高た
か

見み

（
本
町
一
丁
目
）、吉よ

し

田だ

洋よ
う

子こ

（
南
美

園
町
）、栗く

り

原ば
ら

一か
ず

惠え

（
新
宿
二
丁
目
）、瀬せ

山や
ま

路み
ち

子こ

（
松
原
二
丁
目
）、小こ

礒い
そ

優ゆ
う

子こ

（
小

桑
原
町
）、大お

お

谷た
に

英え
い

子こ

（
堀
工
町
）、河こ

う

野の

た
ず
子こ

（
下
三
林
町
）
　
　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
（
民
生

委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
）

渡わ
た

邉な
べ

希き

美み

子こ

（
本
町
二
丁
目
）、長は

谷せ

川が
わ

方ま
さ

子こ

（
本
町
四
丁
目
）、荻お

ぎ

原は
ら

冨ふ

美み

子こ

（
新

栄
町
）、島し

ま

田だ

美み

津つ

江え

（
西
本
町
）、藤ふ

じ

井い

真ま

砂さ

子こ

（
仲
町
）、青あ

お

木き

浩ひ
ろ

美み

（
本
町
一

丁
目
）、寺て

ら

澤さ
わ

若わ
か

子こ

（
台
宿
町
）、野の

村む
ら

啓け
い

子こ

（
緑
町
一
丁
目
）、平ひ

ら

田た

恵え

美み

子こ

（
松

原
一
丁
目
）、赤あ

か

坂さ
か

政ま
さ

江え

（
小
桑
原
町
）、

津つ

久く

井い

和か
ず

枝え

（
緑
町
一
丁
目
）、松ま

つ

澤ざ
わ

瑞み
ず

枝え

（
野
辺
町
）、金か

ね

子こ

純じ
ゅ
ん

子こ

（
入
ヶ
谷
町
）、

田た

村む
ら

泰や
す

子こ

（
日
向
町
）、堀ほ

り

越こ
し

一か
ず

孝た
か

（
下

早
川
田
町
）

感
謝
状

県
知
事
感
謝
状

渡わ
た

邉な
べ

滿み
つ

子こ

（
西
本
町
）、柳や

な

瀬せ

ふ
じ
江え

（
美

園
町
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

谷や

田た

部べ

光み
つ

子こ

（
大
街
道
一
丁
目
）、齊さ

い

藤と
う

順じ
ゅ
ん

子こ

（
大
街
道
三
丁
目
）、兵

ひ
ょ
う

藤ど
う

芳よ
し

子こ

（
台

宿
町
）、横よ

こ

山や
ま

紀き

美み

子こ

（
本
町
二
丁
目
）、

田た

村む
ら

佳か

代よ

（
当
郷
町
）

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
感

謝
状

野の

本も
と

弘ひ
ろ

美み

（
富
士
見
町
）、小こ

林ば
や
し

幸さ
ち

江え

（
代

官
町
）、中な

か

村む
ら

和か
ず

宏ひ
ろ

（
西
本
町
）、渡わ

た

邉な
べ

希き

美み

子こ

（
本
町
二
丁
目
）、長は

谷せ

川が
わ

方ま
さ

子こ

（
本

町
四
丁
目
）、荻お

ぎ

原は
ら

冨ふ

美み

子こ

（
新
栄
町
）、

島し
ま

田だ

美み

津つ

江え

（
西
本
町
）、藤ふ

じ

井い

真ま

砂さ

子こ

　（
仲
町
）、宮み

や

田た

高た
か

見み

（
本
町
一
丁
目
）、

青あ
お

木き

浩ひ
ろ

美み

（
本
町
一
丁
目
）、寺て

ら

澤さ
わ

若わ
か

子こ

　（
台
宿
町
）、栗く

り

原ば
ら

一か
ず

惠え

（
新
宿
二
丁
目
）、

瀬せ

山や
ま

路み
ち

子こ

（
松
原
二
丁
目
）、吉よ

し

田だ

洋よ
う

子こ

　（
南
美
園
町
）、小こ

礒い
そ

優ゆ
う

子こ

（
小
桑
原
町
）、

野の

村む
ら

啓け
い

子こ

（
緑
町
一
丁
目
）、平ひ

ら

田た

恵え

美み

子こ

（
松
原
一
丁
目
）、赤あ

か

坂さ
か

政ま
さ

江え

（
小
桑

原
町
）、津つ

久く

井い

和か
ず

枝え

（
緑
町
一
丁
目
）、

大お
お

谷た
に

英え
い

子こ

（
堀
工
町
）、河こ

う

野の

た
ず
子こ

（
下

三
林
町
）、松ま

つ

澤ざ
わ

瑞み
ず

枝え

　（
野
辺
町
）、金か

ね

子こ

純じ
ゅ
ん

子こ

（
入
ヶ
谷

町
）、田た

村む
ら

泰や
す

子こ

　（
日
向
町
）、堀ほ

り

越こ
し

一か
ず

孝た
か

（
下
早

川
田
町
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
敬
称
略
）

横
よこ

山
やま

紀
き

美
み

子
こ

さん
（本町二丁目）

　
ユ
ニ
ー
ク
な
子
ど
も
た
ち
に
新
し
い

学
び
の
場
と
自
由
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル

を
創
造
し
て
い
る
東
京
大
学
異
才
発
掘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
」
の

全
国
説
明
会
と
保
護
者
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

全
国
説
明
会

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象

　同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
の
あ

る
か
た

定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

保
護
者
相
談
会

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象
　
ユ
ニ
ー
ク
な
子
ど
も
の
保
護
者

定
員
　
20
人

共
通
事
項

と
き

　３
月
18
日
㈰

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
２
月
27
日
㈫
か
ら
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

rocket.tokyo/

）
へ

問
合
せ
　
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学

館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）

※
詳
し
く
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
全
国
説
明
会
in
館
林

東
京
大
学
の
異
才
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お知らせ

▶事例　「リサイクルショップを開くので、ご家
庭の不用品を買い取りたい」と電話があり、着物
を売ることにして訪問を承諾した。自宅に来た業
者は着物に目もくれず、「貴金属はないか」「見せる
だけでいい」としつこく迫ってきて、売るつもり
のない指輪を安く買い取っていってしまった。

▶アドバイス　自宅で物品を買い取ってもらう訪
問購入では、突然の訪問勧誘は禁止されています。
前もって連絡があった場合でも、消費者が事前に
承諾した物品以外の売却を求めることはできませ
ん。当初とは違う物品の売却を求められたときは、
きっぱりと断りましょう。もし買い取られてしま
った場合でも、契約書を受け取った日を含め８日
以内であればクーリング・オフができます。

問合せ　消費生活センター（市民センター分室内
℡72 - 9002　平日の午前９時～午後４時）

Vol.５

「何でも買い取ります」を口実に
貴金属を強引に買い取る手口に注意
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●
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
第
８
期

納
期
限
は
２
月
28
日
㈬
で
す
。
　
介
護
保
険
課
保
険
料
係
（
内
線
６
６
９
）、保
険
年
金
課
給
付
係
（
内
線
６
２
６
）

※
事
実
婚
な
ど
の
要
件
に
よ
り
、

　
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

支
給
額
（
月
額
）
　

■

児
童
１
人
の
場
合
　
９
９
８
０

　
円
〜
４
万
２
２
９
０
円

■

児
童
２
人
以
上
の
加
算
額
　
２

　
人
目
５
０
０
０
円
〜
９
９
９
０

　
円
、
３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き

　
３
０
０
０
円
〜
５
９
９
０
円

※
所
得
額
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す

※
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

支
給
制
限
　
所
得
額
が
一
定
以
上

の
場
合
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ
　
こ
ど
も
福
祉

課
子
育
て
支
援
係（
内
線
６
３
１
）へ

対
象
　
著
し
く
重
い
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
に
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
か
た

※
社
会
福
祉
施
設
へ
入
所
中
の
か

　
た
や
、
病
院
に
３
か
月
を
超
え

　
て
入
院
中
の
か
た
は
除
く

支
給
額
（
月
額
）
　
２
万
６
８
１

０
円

※
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

※
障
が
い
者
本
人
及
び
扶
養
し
て

　
い
る
か
た
の
所
得
に
よ
る
制
限

　
が
あ
り
ま
す

申
請
先
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係（
内
線
６
７
３
）へ

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
身
体
、
知
的
、
又
は
精
神

に
重
い
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
、

又
は
父
母
に
代
わ
り
養
育
し
て
い

る
か
た
（
国
籍
不
問
）

支
給
額
（
月
額
）

■

１
級
　
５
万
１
４
５
０
円

■

２
級
　
３
万
４
２
７
０
円

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
支
給
額

　
が
決
定
さ
れ
ま
す

障
が
い
児
福
祉
手
当

対
象
　
日
常
生
活
で
常
に
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
か
た

支
給
額
（
月
額
）
　
１
万
４
５
８

０
円

共
通
事
項

支
給
制
限
　
所
得
額
が
一
定
以
上

の
場
合
は
支
給
停
止
に
な
り
ま
す

※
障
害
厚
生
年
金
な
ど
定
め
ら
れ

　
た
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た

　
や
、
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
中

　
の
か
た
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

※
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

申
請
先
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係（
内
線
６
７
３
）へ

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月

31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
母
（
父
）、又
は

父
母
に
代
わ
り
養
育
し
て
い
る
か
た

■

父
母
が
離
婚
（
父
、
又
は
母
と

　
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
）

■

父
（
母
）
が
死
亡
、
生
死
不
明
、

　
重
度
障
が
い
者
（
国
民
年
金
法

　
に
よ
る
障
害
等
級
１
級
程
度
）、

　
又
は
１
年
以
上
拘
禁
、
裁
判
所

　
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
て
い
る

■

母
が
未
婚

■

父
（
母
）
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

　
さ
れ
て
い
る

　
対
象
者
に
は
、

３
月
中
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
届
か
な
い

か
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
の
あ
る
母
子
・
父
子

家
庭
の
父
母
、
又
は
父
母
の
い
な

い
児
童
の
養
育
者
な
ど
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
同
居

し
て
養
育
し
て
い
る
か
た

■

小
学
校
入
学（
平
成
30
年
４
月
）

■

中
学
校
卒
業
（
同
30
年
３
月
）

支
給
額
（
１
人
） 

　
１
万
円

※
館
林
市
金
券
で
交
付
（
指
定
期

　
間
内
に
申
請
書
と
引
き
換
え
）

申
請
先
・
問
合
せ
　
こ
ど
も
福
祉

課
子
育
て
支
援
係 （
内
線
６
３
１
） へ

と
き
　
３
月
６
日
㈫
〜
８
日
㈭
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容
　
脳
年
齢
・
血
管
年
齢
・
体

重
・
体
脂
肪
・
血
圧
測
定
、
顕
微

鏡
に
よ
る
虫
歯
菌
の
観
察
、
乳
が

ん
模
型
や
健
康
に
関
す
る
パ
ネ
ル

の
展
示
、
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
健
康
づ
く

り
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）

●　マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

日本脳炎の予防接種は
お済みですか

　接種が完了しているかを母子健康
手帳で確認してください。
定期接種対象者
■第１期　生後６か月～７歳６か月
　未満のかた（３回接種）
※標準的な接種年齢は３・４歳です。
　予診票は「予防接種手帳」につづ
　られています
■第２期　９歳～13歳未満のかた（１
　回接種）
※標準的な接種年齢は９歳です。９
　歳に達した翌月に、予診票を郵送
　しています
特例措置対象者　平成17年度～同21
年度の積極的勧奨の差し控えにより
接種の機会を逃した、次のいずれか
に該当するかた
■平成19年４月１日以前に生まれた
　20歳未満のかた
■平成19年４月２日～同21年10月１
　日に生まれた９歳～13歳未満のかた
※特例措置用の予診票が必要です。
　母子健康手帳、印鑑を持って、健
　康推進課母子保健係へ
問合せ　同母子保健係（保健センタ
ー内　℡74 ｰ 5155）

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
障
が
い
者
手
当

障
が
い
児
に
関
す
る

手
当
の
ご
案
内

母
子
・
父
子
家
庭
を
支
え
る

児
童
扶
養
手
当

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
へ

入
学
・
卒
業
祝
金
を
支
給

健
康
づ
く
り
を
考
え
る

健
康
展
を
開
催
し
ま
す

７ 広報館林

●代表☎72 - 4111

と
き
　
３
月
６
日
㈫
　
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
館
林
厚
生
病
院
３
階
講
堂

講
師
　
五ご

箇か

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
同
病
院

管
理
栄
養
士
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
病
院
経
営
企
画
課（
℡

72

─

３
１
４
０
）

※
録
音
、
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

と
き
　
３
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

定
員
　

60
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
早
め
に
知
り
た
い
夏

野
菜
の
育
て
方
」

講
師
　
多た

た々

木き

英ひ
で

男お

さ
ん
（
農
業

普
及
指
導
員
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
26
日
㈪

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88

─

７
１
８
８
、

又
は
℡
89

─

０
７
８
２
）
へ

と
き
　
３
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
つ
つ
じ
が
岡
公
園
（
陽ひ

だ
ま
り
の
広
場
～
尾
曳
橋
周
辺
）

対
象
　
小
学
生
（
小
学
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　

30
人
（
先
着
順
）

内
容
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し

な
が
ら
公
園
内
を
散
策
し
ま
す

※
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

　
り
ま
す

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
26
日
㈪

か
ら
３
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
緑
の

ま
ち
推
進
課
緑
化
政
策
係
（
内
線

４
１
７
）
へ

　
日
本
語
で
自
身
の
思
い
や
夢
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

発
表
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時

～
正
午

※
餅
つ
き
交
流
会
は
正
午
～
午
後

　
３
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
西
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、

又
は
市
内
の
日
本
語
教
室
で
学
ん

で
い
る
外
国
人

定
員
　

20
人

テ
ー
マ
　 

「
日
本
で
の
生
活
を
通

し
て
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
」、「
将

来
の
夢
や
希
望
」
な
ど

※
発
表
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上

　
げ
ま
す

発
表
時
間
　
５
分
以
内

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
２
日
㈮

ま
で
に
、
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
市
民
協
働
課
内
　
内
線
６
８

６
）
へ

※
観
覧
、
餅
つ
き
交
流
会
へ
の
参

　
加
希
望
の
か
た
は
、
当
日
会
場

　
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
新
し
い

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
日
　
図
書
館
開
館
日（
修
理
・

配
本
は
第
２
・
４
水
曜
日
）

活
動
場
所
　
図
書
館

●
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
３
月
の
日
程

１
日
㈭
～
11
日
㈰
、
15
日
㈭
～
31
日
㈯
　
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
館
林
（
☎
75-

０
３
５
５
）

内
容
　
書
架
の
整
理
、
配
架
、
破

損
本
の
修
理
、
配
本
サ
ー
ビ
ス
、

蔵
書
点
検
作
業
の
補
助
な
ど

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
日
　
４
か
月
児
健
康
診
査
実

施
日
（
毎
月
１
回
）
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

活
動
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
乳
児
と
保
護
者
を
対
象
に

し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
書

相
談
な
ど

共
通
事
項

対
象
　
市
内
、
又
は
邑
楽
郡
内
に

在
住
の
18
歳
以
上
の
か
た

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
館
（
℡
74

─

２
３
４
６
）
へ

　
歌
う
こ
と
に
興
味
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
他

対
象
　
市
内
の
小
・
中
学
生

活
動
内
容
　
市
の
行
事
へ
の
参
加

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
、
夏
合

宿
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

参
加
費
（
月
額
）
　
２
５
０
０
円

※
楽
譜
代
な
ど
が
別
途
か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
31
日
㈯

ま
で
に
、
文
化
振
興
課
芸
術
文
化

係
（
文
化
会
館
内
　
℡
74

─

４
１

１
１
）
へ

精進料理教室
とき　３月13日㈫　午後６時～８時
　（予定）
ところ　西公民館
対象　市内在住又は在勤のかた
定員　16人（先着順）
内容　旬の食材を使った、ふだんか
らできる精進料理作りと試食
講師　前

まえ

山
やま

文
ぶん

伸
しん

さん（善長寺副住職）
参加費　500円（材料費）
持参する物　エプロン、三角巾、調
理用手拭き、上履き、持ち帰り用の
容器
申込み・問合せ　３月２日㈮の午前
９時から、参加費を添えて同館（℡
75ー 3739）へ
※開催日直前のキャンセルは参加費
　を返還しませんのでご注意ください

館
林
厚
生
病
院
健
康
講
座

生
活
習
慣
病
予
防
の
食
事

家
庭
緑
化
の
基
礎
を
学
ぶ

日
曜
緑
化
講
座

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
事
業

公
園
を
散
策
し
よ
う

在
住
外
国
人
日
本
語
発
表
会

＆
餅
つ
き
交
流
会

市
少
年
少
女
合
唱
団
の

団
員
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

講
座

教
室

 

・

募
集
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午
後
１
時
30
分
か
ら
５
時
ま
で
に

市
民
体
育
館
へ

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
熊く

ま

倉く
ら

功い
さ
お

さ
ん
（
市
体
操

協
会
　
℡
74

─

２
３
６
５
）、又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
城

沼
総
合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６

１
１
）

と
き
　
３
月
４
日
㈰
ま
で
（
２
月

18
日
㈰
ま
で
は
土
・
日
曜
日
の
み
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
３
月
４

日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）　

と
こ
ろ
　
武ぶ

鷹よ
う

館か
ん

　

内
容
　
武
家
屋
敷
で
の
ひ
な
人
形

の
展
示
と
飾
り
つ
け
体
験
、
ボ
ラ

と
き
　
４
月
７
日
㈯
か
ら
の
毎
週

土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時

30
分
（
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

と
こ
ろ
　
城
沼
総
合
体
育
館
、
又

は
市
民
体
育
館
　

対
象
　
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年

生
（
男
子
は
小
学
２
年
生
以
上
）

内
容
　
体
操
競
技
の
基
礎
練
習

参
加
費
（
月
額
） 

　
７
０
０
円

※
体
操
協
会
会
費
と
保
険
料
（
年

　
額
）
１
８
０
０
円
（
高
校
生
は

　
２
８
５
０
円
）が
別
途
必
要
で
す

申
込
み
　
３
月
10
日
㈯
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
に
城
沼
総
合
体

育
館
、
又
は
17
日
㈯
・
24
日
㈯
の

　
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
で
生
計
を
立
て

た
い
と
考
え
て
い
る
か
た
に
就
農

に
つ
い
て
の
現
地
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
３
月
３
日
㈯

※
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

　
の
農
業
体
験
を

　
４
月
中
旬
頃
実

　
施
予
定

対
象
　
市
内
及
び
邑
楽
郡
内
在
住

の
心
身
と
も
に
健
康
な
か
た

定
員
　
若
干
人

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
23
日
㈮

ま
で
に
、
邑
楽
館
林
施
設
園
芸
等

担
い
手
受
入
協
議
会
事
務
局
（
邑

楽
館
林
農
業
協
同
組
合
　
園
芸
指

導
課
内
　
℡
73

─

４
９
９
１
）
へ

募
集
人
員
　
若
干
人

勤
務
地
　
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ

　（
新
宿
二
丁
目
）

勤
務
時
間
　
午
後
２
時
30
分
〜
６

時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
ク
ラ
ブ（
℡

74

─

５
５
４
５
）　　へ

※
勤
務
日
、
給
与
な
ど
詳
し
く
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
館
内
の
解
説
案
内

※
飾
り
つ
け
体
験
を
し
た
子
ど
も

　
に
は
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

入
場
料
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
細ほ

そ

田だ

安や
す

彦ひ
こ

さ
ん
（
館
林

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
長

℡
74

─

６
８
６
４
）、尾お

花ば
な

建た
け

男お

さ

ん
（
館
林
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
会
長
　
℡
75

─

６
３
３

６
）、又
は
市
文
化
振
興
課
文
化
財

係
（
文
化
会
館
内
　
℡
74

─

４
１

１
１
）

●　マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

●
文
化
会
館
休
館
の
お
知
ら
せ

２
月
26
日
㈪
は
、
設
備
改
修
に
伴
う
停
電
作
業
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
係
（
文
化
会
館
内
　
☎
74-

４
１
１
１
）

３
月
の
相
談

※

　と
き
、
　
と
こ
ろ
、

　問
合
せ
。

　平
日
の
場
合
、
祝
日
は
除
き
ま
す

心
配
ご
と
相
談

４
日
㈰
・
13
日
㈫
・
18
日
㈰
・

　
27
日
㈫
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
正
午

法
律
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
月
曜
日

　午
前
９
時
か
ら

受
け
付
け
ま
す
）

６
日
㈫
・
13
日
㈫
・
20
日
㈫
・

　
27
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
30
分

結
婚
相
談

11
日
㈰
・
25
日
㈰
　
午
後
１

　
時
〜
４
時

※

い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ
ン

　
タ
ー

※

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議

　
会
（
℡
75 -

７
１
１
１
）

年
金
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
木
曜
日

　午
前
８
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
ま
す
）

　
15
日
㈭
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
午
後
３
時

　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

　
保
険
年
金
課
（
内
線
６
１
８
）

高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
（
60
歳

以
上
対
象
）

火
・
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜

　
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡

　
74-

５
３
４
２
）

お
知
ら
せ

キ
ュ
ウ
リ
栽
培

新
規
就
農
者
を
募
集

市
体
操
ク
ラ
ブ
で

体
操
競
技
を
学
び
ま
せ
ん
か

あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

文
化
財
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス

武
鷹
館
ひ
な
ま
つ
り

　「良質な世界征服は、良質な眠り
から！」というスローガンを掲げ、
鷹の爪団は太古の恐竜時代へタイム
ワープ！巨大な恐竜から大量の羽毛
を手に入れ、最高の羽毛布団を作る
という無謀な計画を立てるが…。
期間　３月３日㈯～９月２日㈰の土・
日曜日、祝日
※春休み期間（３月27日㈫～４月８
　日㈰と夏休み期間（７月21日㈯～
　９月２日㈰）は平日も投影（休館
　日を除く）
時間　午前10時、午後１時30分（約
30分間）
ところ　向井千秋記念子ども科学館
観覧料
■ 高校生以上
　 540 円
■ 小・中学生
　210 円
※高校生以上
　は別途入館
　料　（ 320 円）
　がかかります
問合せ　同館 
　（℡75-1515）

科学館プラネタリウムに
秘密結社鷹の爪が登場！

募
集

ス
ポ
ー
ツ

©DLE,©EXPJ

９ 広報館林

●代表☎72 - 4111

　
本
県
出
身
の
歴
史
作
家
、
清し

水み
ず

昇の
ぼ
る

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を

行
い
ま
す
。

と
き
　
３
月
25
日
㈰
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

　図
書
館

定
員
　

50
人
程
度
（
先
着
順
）　

テ
ー
マ
　
「
将
軍
綱
吉
の
時
代
と

そ
の
生
活
」

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
24
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
74

─

２
３
４
６
）
へ

と
き
　
３
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
土
・
日

曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館

と
こ
ろ
　
図
書
館

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
同
館 （
℡
74

─

２
３
４
６
）

と
き
　
２
月
27
日
㈫
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容
　
市
内
の
求
人
企
業
８
社（
予

定
）
に
よ
る
面
接
会

※
保
育
士
に
よ
る
無
料
の
託
児
が

　
あ
り
ま
す

就
業
形
態
　
正
社
員
、
パ
ー
ト

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林（
℡

75

─

８
６
０
９
）、又
は
市
産
業
政

策
課
雇
用
推
進
係
（
内
線
２
０
６
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
す

が
、
利
用
す
る
際
は
注
意
が
必
要

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
詐
欺
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ

る
情
報
流
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
安

全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

■

Ｏ
Ｓ
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト

　
は
常
に
最
新
の
状
態
に
す
る

■

パ
ス
ワ
ー
ド
は
人
に
知
ら
れ
な

　
い
よ
う
に
た
い
せ
つ
に
管
理
す
る

■

身
に
覚
え
の
な
い
フ
ァ
イ
ル
は

　
開
か
な
い

■

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
取

　
り
引
き
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

■

困
っ
た
時
は
ま
ず
相
談

相
談
窓
口
　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
情
報
・

被
害
相
談
電
話
（
℡
０
８
０

─

２

３
５
０

─

０
０
０
１
）、総
合
相
談

窓
口
（
℡
０
２
７

─

２
２
４

─

８

０
８
０
）

　
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
が
不
動
産

　（
土
地
・
建
物
）
を
所
有
さ
れ
て

い
た
場
合
、
相
続
登
記
を
し
な
け

れ
ば
、
速
や
か
に
売
買
や
住
宅
ロ

ー
ン
を
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
、

公
共
工
事
が
計
画
通
り
に
進
ま
な

い
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生

じ
ま
す
。
自
分
の
権
利
を
た
い
せ

つ
に
し
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
相
続

登
記
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口
（
予
約
制
）
　
前
橋
地

方
法
務
局
太
田
支
局
（
℡
32

─

６

１
０
０
）

※
詳
し
く
は
前
橋
地
方
法
務
局
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://houm

u

　kyoku.m
oj.go.jp/m

aebashi/

）

　
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

３
月
の
相
談

〜
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
〜

消
費
生
活
相
談

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時

　・
　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー （
℡

　
72-
９
０
０
２
）

外
国
人
相
談

13
日
㈫
・
27
日
㈫
　
正
午
〜

　
午
後
３
時

市
役
所
市
民
課
前

市
民
協
働
課 （
内
線
６
８
６
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
相
談

月
〜
金
曜
日
（
第
四
月
曜
日

　
を
除
く
）
　
午
前
９
時
〜
正

　
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
業
相
談
室

　 

（
℡
74-

９
５
５
１
）

労
働
相
談

13
日
㈫
・
27
日
㈫
　
午
後
１

　
時
30
分
〜
４
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

産
業
政
策
課
（
内
線
２
０
６
）

若
者
キ
ャ
リ
ア
相
談
（
就
労
相

談
・
35
歳
以
下
対
象
。
予
約
制
）

９
日
㈮
・
28
日
㈬
　
午
後
７

　
時
〜
９
時

・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
℡

　
72-

４
３
０
４
）

出
張
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
就
労
相
談
・
40
歳
未
満
対
象
。

予
約
制
）

９
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

　
４
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
東
毛
常
設
サ
テ
ラ

　
イ
ト
（
℡
57-

８
２
２
２
）

　歌とミュージカルの楽しい
コンサートです。子どもたち
の澄んだ歌声と美しいハーモ
ニーをお楽しみください。
とき　３月11日㈰　午後２時
開演
ところ   三の丸芸術ホール
■第１部　合唱「カノン・も
　みじ」「くしゃみザウルス」他
■第２部　音楽劇「笛吹きパ
　パゲーノ」
入場料　無料
申込み　当日会場へ
問合せ　文化振興課芸術文化
係（文化会館内　℡74 ｰ 4111）

市
内
小
学
生
の
読
書
感
想
画
を

展
示
し
ま
す

徳
川
綱
吉
の
時
代
を
学
ぶ

著
者
を
囲
む
会

子
育
て
支
援
・
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
お
願
い

お
済
み
で
す
か
？

土
地
・
建
物
の
相
続
登
記

市少年少女合唱団
定期演奏会



ストレス・こころの相談（予約制）
　７日㈬　午後１時30分～３時
ふれあい相談会（神経難病生活支援
相談会）（予約制）
　14日㈬　午後１時15分～３時30分
エイズ相談（予約制）
　６日㈫・13日㈫・20日㈫　午前９
　時30分～10時30分
※　・　いずれも館林保健福祉事務
　所保健係（℡72 ‒ 3230）
こころの健康相談（予約制）
　８日㈭　午後１時 
　30分～３時
　総合福祉センター
   社会福祉課（内線
　 673）
高齢者の介護・福祉相談
　月～土曜日　午前８時30分～午後
　５時30分
　・　各高齢者
　あんしん相談
　センター
■クローバー荘
　（℡77 ‒ 1165）
■新橋 （℡75 ‒ 3013）
■東毛光生園 （℡72 ‒ 2060）
　月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分
　・　高齢者あんしん相談センター
社会福祉協議会（℡60 ‒ 5670）

認知症カフェ（オレンジカフェぽん
ちゃん）
＜今月のテーマ＞　
和楽器音楽などを楽しみましょう
　８日㈭　午後１時30分～３時
　老人福祉センター
　高齢者支援課（内線6 2 3）
医療・介護・福祉相談（予約制）
　月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分
　・　館林厚生病院地域連携室 （℡
　72 ‒ 3140）
障がい者（児）歯科診療（予約制）
　火・木・金曜日　
　午前９時～正午、
　午後２時～５時
　・　館林邑楽歯科
　保健医療センター
　（℡73 ‒ 8818）

健康相談

子育て相談
　月～金曜日　午前９時30分～午後
　４時30分
※聖ルカ・ももの木保育園は午前９
　時30分～午後５時
　・　各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■ 総合福祉センター内（℡070‒3626‒
  7111)
※公・私立保育園、児童館でも相談可
家庭児童相談
　月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～５時
　・　こども福祉課（内線6 6 5）
婦人・母子相談
　月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～４時
　・　こども福祉課（内線6 7 1）
子ども相談（来所相談は予約制）
　■電話相談　月～金曜日　午前９
　時～正午、午後１時～５時（祝
　日は除く）
　■メール相談　随時受付
　市民センター　
　子ども相談室（℡73 ‒ 4152　　se
　ishonen@city.tatebayashi.gun
　ma.jp）
家庭教育相談
　２日㈮・16日㈮　午後１時30分～
　４時
　城沼公民館
　生涯学習課 （内線2 2 7）
子育てこころの相談（予約制）
　28日㈬　午前９時～11時
　・　館林保健福祉事務所保健係（℡
　72 ‒ 3230）

子育て相談

Health
   and
Child care

健康と
　子育て

３月の相談 ※ とき、 ところ、 問合せ。平日は祝日を除く

３月の健診・相談

乳幼児健診
名称 とき 対象

４か月児 23日㈮ Ｈ29．11月生
10か月児 16日㈮ Ｈ29．５月生
１歳６か月児 20日㈫ Ｈ28．８月生
２歳児歯科 19日㈪ Ｈ28．３月生
３歳児 22日㈭ Ｈ27．１月生
時間　午後０時45分～１時30分
ところ　保健センター

母乳育児相談
とき 対象

２日㈮ １歳未満児と保護者
時間　午前９時30分～11時
ところ　保健センター

保健師・栄養士・高齢者あんしん相
談センター職員の健康相談

とき ところ
６日㈫ 城 沼 公 民 館
９日㈮ 西 公 民 館
13日㈫ 大 島 公 民 館
14日㈬ 渡 瀬 公 民 館
20日㈫ 分 福 公 民 館

時間　午前９時30分～11時

相談内容
病気や生活習慣、妊娠、
出産、子育て、介護など

持参する物
乳幼児は、母子健康手帳
40歳以上は、健康手帳

ヘルスアップ相談会
とき 内容

９日㈮ 血圧測定や個別相談など
時間　午後１時30分～２時
ところ　保健センター

問合せ　健康推進課（℡ 74 ‒ 5155）
※高齢者あんしん相談センター職員
　による相談は高齢者支援課地域包
　括ケア推進係（内線6 7 5）

2018．2．15

認知症の人の家族交流会
とき　３月３日㈯　午前10
時～正午
ところ　中部公民館
対象　認知症のかたを介護
している家族のかた
内容　認知症のかたを介護
する苦労や悩みを話し合い、

認知症への理解と介護者同
士の交流を深めます
参加費　無料
申込み　電話、又はファク
スで公益社団法人認知症の
人と家族の会群馬県支部 (℡
027-289-2740　 027-289-
2741）へ

認知症介護
の悩みごと
高齢者支援課
地域包括ケア
推進係（内線
　623）

10広報館林11

問合せ
各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■ 総合福祉センター内（℡070 ‒3626‒
  7111)
※いずれも参加費は無料。電話での
　申込可能

とき　３月16日㈮　午前10時～11時
30分
ところ　美園保育園
対象　妊婦さん
※里帰り中のかたや生後４か月まで
　の子どもがいるママも参加できます
定員　10組（先着順）
内容　ガラガラおもちゃ作り、絵本
の紹介と読み聞かせ、
手作りおもちゃの紹
介、交流会
申込み　２月22日㈭
の午前９時30分から、
美園保育園地域子育
て支援センターへ

絵本の世界を楽しもう
とき　３月12日㈪　午前10時30分～
11時30分
ところ　長良保育園
定員　12組（先着順）
内容　絵本の読み聞
かせ、絵本の紹介、
子育て相談を行います
講師　茂

もて

木
ぎ

ちえ子
こ

さん
持参する物　飲み物
申込み　２月22日㈭の午前９時30分
から、長良保育園地域子育て支援セ
ンターへ
フォトスタンドを作ろう！
とき　３月13日㈫　午前10時30分～
11時30分
ところ　美園保育園
定員　10組（先着順）
内容　フォトスタンドにデコレーシ
ョンをします
持参する物　写真、飲み物
申込み　２月22日㈭の午前９時30分
から、美園保育園地域子育て支援セ
ンターへ
共通事項
対象　市内在住の乳幼児と保護者

たぬきサロン

春の演奏会
とき　３月10日㈯　午前10時～11時
30分
ところ　ももの木保育園（楠町）
定員　50組程度
内容　太

た

竹
たけ

屋と関
せき

口
ぐち

達
たつ

也
や

さんによる和太
鼓演奏と獅

し

子
し

舞を鑑
賞し、親子で和太鼓
の体験をします
申込み　２月22日㈭の午前９時30分
から、ももの木保育園地域子育て支
援センターへ
お楽しみ会
とき　３月13日㈫　午前10時30分～
11時30分
ところ　聖ルカ保育園（大街道三丁目）
定員　30組程度
内容　スタッフママやサークルひな
たぽっこなどが催し物を行います
申込み　２月22日㈭の午前９時30分
から、聖ルカ保育園地域子育て支援
センターへ
共通事項
対象　市内在住の乳幼児と保護者
持参する物　飲み物

児童センター ℡73 ‒ 1522

【今月の遊び】ぬり絵 10：00～ 17：00

乳

劇団「つくしんぼ」による人形劇 １日㈭

11：00～ 11：30ひなまつり変身ごっこ ２日㈮

ふれあい遊び・子育て相談など 15日㈭

小 ソフトディスク 10日㈯ 15：00～ 15：30

西児童館 ℡75 ‒ 4311

【今月の遊び】芝すべりパペットあそび 10：00～ 17：00

乳
おはなし大好き ２日㈮

11：00～ 11：30
ぽかぽか壁面づくり ８日㈭

小
なんでもバスケット ２日㈮

15：30～ 16：30
しっぽとりゲーム ９日㈮

休館日　３月５日㈪・12日㈪・19日㈪・22日㈭・26日㈪

開館時間　午前10時～午後５時

児童館のお約束
■受付で名前を書いてから遊びましょう
■ゲーム機やカードゲームなどでは遊べま

　せん
■食べ物はお約束のお部屋で食べましょう

赤羽児童館 ℡72 ‒ 4155

【今月の遊び】めいろぬりえ 10：00～ 17：00

乳

ボウリング・輪投げ ２日㈮

11：00～ 11：30絵本の読み聞かせ ７日㈬

お話の会の読み聞かせ他 15日㈭

小 みんなであそぼう！ 15日㈭ 15：30～ 16：30

●代表☎72 - 4111

子育て支援センター 地域子育て支援センターは、子育てに関する情報交換や、親子そろって友達づくりをす
る場です。子育てに悩んでいるかたは、ぜひ遊びに来てみてください♪

育児講座

対象　乳…乳幼児　小…小学生３月の児童館だより

お楽しみ広場

ゲーム機やカードゲームなどでは遊べま

食べ物はお約束のお部屋で食べましょう



群馬大学との共催で、１月27
日、

女子中高生限定の実験教室が
向井

千秋記念子ども科学館で開催
され

ました。参加者は、チョコレ
ート

の結晶（味）の変化を調べ、
おい

しさの秘密を探りました。

122018．2．15

１月25日
、武

ぶ

鷹
よう

館で消防
訓練が行

われまし
た。これ

は１月26
日の文

化財防火
デーに合

わせて行
われた

もので、
歴史ある

文化財を
未来に

つなぐた
いせつな

取り組み
です。

スローエアロビ教室が、１月29日、
城沼総合体育館で行われました。
参加者30人は講師の指導の下、音
楽に乗せて、ゆったりと無理なく
身体を動かしました。

市史編さんセンター
（℡76 ─ 7651）

　「館林藩士住宅図面」に記載された石川家の屋敷
間取図（館林市立資料館所蔵）

　
鷹た

か

匠じ
ょ
う

町
（
現
大
手
町
）
に
は
、
か

つ
て
藩
士
の
屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。
大
名
の
家
臣
は
禄ろ

く

高だ
か

に
応
じ
て

屋
敷
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。
館
林

藩
の
場
合
、
重
役
ほ
ど
館
林
城
主し

ゅ

郭か
く

に
近
い
所
に
屋
敷
を
拝は

い

領り
ょ
う

し
ま
し
た
。

藩
士
の
屋
敷
は
家
臣
の
持
ち
物
で
は

な
く
、
現
代
の
官
舎
や
社
宅
に
当
た

る
も
の
で
し
た
。
現
在
同
町
の
武ぶ

鷹よ
う

館
に
あ
る
旧
館
林
藩
士
住
宅
は
尾
曳

町
よ
り
移
築
し
た
も
の
で
す
。
以
下
、

幕
末
期
に
作
成
さ
れ
た
「
館
林
藩
士

住
宅
図
面
」
か
ら
、
同
町
に
あ
っ
た

武
家
屋
敷
の
様
子
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
同
町
で
最
も
建
坪
が
大
き
か
っ
た

の
は
、
石
川
家
の
屋
敷
で
す
。
朱
書

き
の
部
分
は
石
川
家
が
改
築
し
た
部

分
で
、
屋
敷
の
ほ
ぼ
全
て
に
改
変
が

加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
坪
は
49
坪

で
、
最
も
広
い
の
は
12
畳
半
の
床と

こ

と

脇わ
き

床ど
こ

の
あ
る
部
屋
で
す
。
そ
の
西
側

に
は
蹴け

込こ
み

床ど
こ

の
付
い
た
６
畳
の
部
屋

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
東
部
の
部

屋
に
も
床
が
付
い
て
い
ま
す
。
家
の

入
口
は
玄
関
と
２
つ
の
土
間
に
つ
な

が
る
入
り
口
の
計
３
か
所
あ
り
、
土

間
の
続
き
に
湯ゆ

殿ど
の

が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
同
町
で
最
も
建
坪
が
狭
い

遠
山
家
は
、
屋
敷
の
建
坪
が
16
坪
で

す
。
玄
関
は
な
く
土
間
へ
の
入
口
の

み
で
、
最
も
広
い
部
屋
は
９
畳
で
す
。

石い
し

川か
わ

衛え

士し

之の

介す
け

は
１
５
０
石
の
知ち

行ぎ
ょ
う

取ど
り

で
、
用よ

う

人じ
ん

格か
く

者も
の

頭が
し
ら

取と
り

次つ
ぎ

な
の
に
対

し
、
遠
山
清
兵
衛
は
15
人
扶ふ

持ち

の
蔵く

ら

米ま
い

取ど
り

で
、
広ひ

ろ

間ま

番ば
ん

方が
た

で
し
た
。
一
般

に
蔵
米
取
よ
り
知
行
取
の
方
が
、
格

が
高
く
な
り
ま
す
。
先
に
述
べ
た
通

り
、
重
役
ほ
ど
館
林
城
の
本
丸
に
近

い
場
所
に
屋
敷
を
与
え
ら
れ
ま
す
が
、

同
じ
鷹
匠
町
の
住
人
で
も
、
家
格
に

よ
る
家
の
広こ

う

狭き
ょ
う

が
あ
っ
た
の
で
す
。

157回

鷹
匠
町
の
武
家
屋
敷
と
図
面
市
史
編
さ
ん
近
世
部
会
調
査
員

坂さ
か

本も
と

達た
つ

彦ひ
こ

このイベントは、広報モニター
の

青
あお

木
き

真
ま

弓
ゆみ

さんとともに取材しました。
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亀
かめ

岡
おか

夏
なつ

暉
き

くん（東美園町）
夏暉くんはどんな子？
人見知りしないで、いっつも元気いっぱ
い！走るのが大好きな男の子です。
パパとママから夏暉くんへメッセージ
すくすく元気に育ってね！いつも笑顔で
毎日楽しくをモットーに、がんばれ～！

Vol.102

※変更になる場合がありますので、必ず電話で確認してから受診してください
※時間外・夜間などは受診できる病院などを紹介します。　救急テレホンサービス（℡73 ‒ 5699）へ

診療時間　午前９時～午後５時休日当番医のお知らせ

かごめ六斎市
  10日㈯・24日㈯　午前９
　時30分～午後１時
かごめ通り商店街
尾曳稲荷骨董市

17日㈯・31日㈯　午前７
　時～午後４時頃
尾曳稲荷神社
茂林寺フリーマーケット

17日㈯　午前10時～
※売り切れしだい終了

茂林寺商店街
下町夜市

17日㈯　午後５時～８時
下町通り商店街

３月の催し物

まちの情報

３月

耳　鼻　科 歯　　科

４日　板倉耳鼻科（板倉町海老瀬　℡80‒4333）
18日　川田耳鼻科（仲町　℡72‒3314）

 診療時間
 午前９時～午後１時

 館林邑楽歯科保健医療センター
  （苗木町2622 ‒ 1 　℡73‒8818）
 診療時間　午前９時～正午、午後１時～３時

■ 健康・医療・介護・育児・
　メンタルヘルスの相談
■ 医療機関情報の提供など

フリーダイヤル

たてばやし健康ダイヤル

夜間
夜間急病診療所（内科・小児科）
新栄町1844 ‒ ３　℡73 ‒ 2313
診療時間　午後７時～10時
（日曜日、祝日、年末年始を
除く）
緊急時
館林厚生病院
 成島町 2 6 2 ‒  １　℡72 ‒ 3140
※電話で確認後、受診
※日曜日や祝日も内科・外科
　は行っています（急患のみ）

～困ったときは～

人口・世帯 前月比
男性 38,345人 ０
女性 38,237人 －39
合計 76,582人 －39
世帯数 32,705世帯 ＋27

人口と世帯（２月１日現在）

♥♥
♥

♥

薬湯
26日㈪　午前10時～午後

　４時　
総合福祉センター

入浴料
■ 60歳以上　1 0 0円
■ 一般　2 1 0円

２月の風呂の日

内　　　科 外　　科

４日
横 田 医 院

大手町
℡ 72‒0255

黛 泌 尿 器 科
大泉町坂田
℡ 63‒7800

川 島 脳 外 科
岡野町

℡ 75‒5511

11日
ご が 内 科

栄町
℡ 73‒7587

増 田 医 院
板倉町板倉
℡ 82‒2255

新 橋 病 院
下三林町

℡ 75‒3011

18日
星 野 こ ど も
楠町（小児科のみ）

℡ 70‒7200

三 浦 医 院
大泉町北小泉
℡ 62‒2917

小曽根整形外科
松沼町

℡ 72‒7707

21日
森 下 内 科 医 院

花山町
℡ 73‒7776

益 田 小 児 科
大泉町朝日（小児科のみ）

℡ 62‒5535

澤 田 皮 膚 外 科
新宿二丁目
℡ 70‒7703

25日
多 々 良 診 療 所

西高根町
℡ 72‒3060

みづほクリニック
大泉町西小泉
℡ 20‒1122

最 上 胃 腸 科
朝日町

℡ 74‒3763
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２
月
15日

発
行

　

広報館林３月１日号は３月１日㈭に発行します

　上毛かるた大会を取材しました。広い体育館を会場
とするため、防寒対策バッチリで臨んだ私。しかし、
そんな私の前に、はだしになって大会に臨む子どもた
ちの姿も。ちょっと寒いとすぐにくじけそうになる私
と比べ、何とも強い気持ち。熱い戦いを伝えようと、
一生懸命シャッターを切りましたが、子どもたちの勝
負の瞬間、皆さんにも伝わっているでしょうか。。。（幸）

納
付

税
目
・
納
期
限

■
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通

　徴
収
）

　
　
　
　第
８
期

納
期
限
は
２
月
28
日
㈬
で
す

※
口
座
振
替
日
は
２
月
28
日

　
㈬
の
１
回
で
す
。
前
日
ま

　
で
に
口
座
残
高
の
確
認
を

　
お
願
い
し
ま
す

夜
間
納
税
相
談

と
き　

３
月
５
日
㈪
・
12
日

㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
　
午

後
７
時
ま
で

市
税
の
納
付
・
納
税
相
談

１月18日、振り込め詐欺防止のための街
頭啓発に参加したぽん。みんなも振り込
め詐欺には気をつけてほしいぽん！

と
こ
ろ
　
納
税
課

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け

　
付
け
て
い
ま
す

平
成
29
年
度

納
税
啓
発
習
字
コ
ン
ク
ー
ル

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

共
通
事
項

問
合
せ
　
同
収
納
係
（
内
線

６
８
０
）

２
.15

Vol.209　　夢・挑戦・想い

　　　さい頃から物を作ることが好きだっ
　　　た私は、将来は大工になりたいと思
っていました。中学生のときの職場体験先
だった会社に就職し、現在は主に住宅や建
物の内装を手がけています。
　内装は板と板のつなぎ目がほんのわずか
でもずれてしまうと、完成したときの全体
の見た目が悪くなってしまうので、細かい
ところまで正確で丁寧な仕事が求められま
す。自分が携わった建物が完成したときは

とても達成感があります。
　昨年11月には、技能五輪全国大会に出場
しました。通常の仕事と並行して大会の課
題練習に取り組み、大会間近は職場の理解
もあり、大会の練習に専念させてくれたお
かげで敢闘賞を受賞することができました。
この練習を通じて、かんなをかける技術と
図面の描き方が確実に上達したと感じてい
ます。更に技術を向上させて、これからも
仕事に打ち込んでいきたいと思います！

技術を磨いて
一人前の大工として
仕事に取り組みたい

小

加
か

藤
とう

恋
れな

さん
（第六小学校５年）

長
は

谷
せ

川
がわ

洸
こう

太
た

尾曳町さん


